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〔２〕研究指導スケジュールと研究指導概要

ᚋＡ. 博士課程 期

(1) 論文審査手続き

[博士論文]

資格審査㸺 㸼

(提出資格)

�研究科に在学中で，在学期間が当ヱ年度 までに㸱
༢ә年以上となり， 定の 位を修得又は修得ぢ㎸・で，かつ必要な

◌ྲཱྀ ◌ྲཱྀ
研究指導を け，あらかじめ資格審査委員会で審査を けた者。

 � ᴗ◌ඃた し，在学期間に関しては， れた研究 をあ⦼  � ◌ྲཱྀ
た者について，資格審査委員会で審査を け，研究科委員会が

ሙ認めた 合には，当ヱ課程に 年以上在学すれ㸯 �㊊りるものとする。

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�䠐 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 䞉� ධ 䛻⏕ ᑐ 䛧䠈 ◌�༤ ◌ྲྀኈ ᚓ 䞉ㄽ 䜎ㄳ⏦ 䛷䛾ᡭ 䛝⥆ 䞉せ ➼㡯 䛾� 㢮䜢 ᕸ㓄
䞉䠏䝫䝸䝅䞊㻔 ◌� �Ꮫ ・ ・ 㔪䠈� �ᡂ⦅ㄢ 㔪䠈⫱ ⛬ �◌ཷධ ධᏛ 㔪㻕⪅ 䛾 ・ㄝ 䜢

◌ྵ
䜑ᣦ

ᑟ

�䠒 䡚 �◊ ✲ィ 䛾⏬ ᥦ ฟ

� ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶䠈◊ ✲䛾 � ἣ≧㐍 䛺䛹䜢

࿌ሗ・㝶 䛧䠈ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹

ಟᒚ 䠄 ◌� ➹䠅ㄽ ᇳ ᣦ ᑟ ィ 䛾⏬ ☜ㄆ

䞉 య ไᣦ ᑟ ᣦ ᑟ ᐃ◊ ✲ ィ ☜䞉 䛾⏬

䞉 � ἣ ࿌ ◌ཷሗ ᣦ ᑟ◊ ✲ ≧ ➼ ・ ◊ ✲䛾㐍 䛾 䜢㝶 䛡 䜢 䛖䚹足

䞉 ◌� �ಟᒚ ᣦ ᑟ➹ ィ ぢ┤䠄 䠅 䛾 䛧ㄽ ᇳ ⏬
ཧ୰ ຍⓎ ・㛫 韭

ᖺ䠎 ・

�䠐 䡚 �䠎 ◊ ✲䝔䞊䝬䞉ෆ ᐜ 䛾☜ とㄆ Ỵ ᐃ 䞉 ◌�༤ ኈ ➹䛾ㄽ ᇳ � ἣ≧㐍 䛾
ཬ ᣦ ᑟ☜ ◊ ✲ㄆ 䜃

� ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶䠈◊ ✲䛾 � ἣ≧㐍 䛺䛹䜢

࿌ሗ・㝶 䛧䠈ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹
䞉◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍 䛾

࿌ሗ 䜢
◌ཷ

・㝶 䛡 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹

�䠒 ୰ Ⓨ ・㛫 韭

ᖺ䠏 ・

�䠐 䡚 ◌�༤ ኈ ➹ㄽ ᇳ 䞉 ◌�༤ ኈ ➹䛾ㄽ ᇳ � ἣ≧㐍 䛾
ཬ ᣦ ᑟ☜ ◊ ✲ㄆ 䜃

� � ᡂసᑂ㈨・ 㢮

䠒� 䡚䠍䠌� ◌� �༤ ኈ ண ഛ ᑂㄽ 䞉 � ဨᣦ ᑟ ᑟ・ 䛾䜒 �ண ഛ ᑂと 䜢 䛖足 䚹

䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧 �ண ഛ ᑂ 䜢 䛔足 䠈ၥ 㢟
Ⅼ➼䜢

ཬᣦ ᣦ ᑟ・ 䜃 䛩䜛㻌䚹
䞉 �ᑓ ・ 䛻㆟ 䛶 � �ண ഛ ᑂ 䛾⤖

࿌ሗ 䜢 䛖足 䚹

䞉ᣦ ・ 䛥䜜䛯ၥ Ⅼ➼㢟 䜢䜅䜎䛘䛶䠈・ と䛧䛶 � ဨᣦ ᑟ 䛜 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹ᣦ ᑟ 䛿䛂Ꮫ ・

◌� �・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㐃㛵䛃䛻 䛵䛝ᇶ ᐇ ・ 䛩䜛䚹

� �◌ୖ䠍䠍 � � ᥦ ฟᑂ㈨・ 㢮 䞉 � ጤ ဨ ദᑂ㈨・ ・ 㛤

� �◌ୗ䠍䠍 � ጤ ဨ ദᑂ㈨・ ・ 㛤 䞉 � �ཬᥦ ฟ ・㢮 䜃 䛾 ・ㄝ 䛻䛶㈨・ 䛾☜ㄆ

� � �䠍䠍 � � � ᥦ ฟᑂ 㢮

� �◌ึ䠍䠎 ◌�༤ ༤ ◌ཷᥦኈ ኈฟ Ꮫ ・䠋ㄽ ㄳ⏦ ⌮ 䞉 � ጤ ဨᏛ ᑂ・ ・ 䛾タ 䠄⨨ �・ 㻝
◌ྡ

䞉 ᢸ ᙜ◊ ✲ 䛾⛉ � ဨ 㻞
◌ྡ

䡚䠅

��䠍䠎 䡚䠍 ◌� � ጤ ဨ ദᑂ ・ 㛤ㄽ 䞉 ◌�༤ ኈ 䛾ㄽ �ᑂ

�䠎 ◌ཱྀබ ദⓎ ・㛤 㢌 㛤韭 䞉
◌ཱྀබ Ⓨ ・㛤 㢌 䛾韭 ᐇ ・

ጤ ဨ◊ ✲ ・ 䛻⛉ 䛚䛔䛶 � � ࿌ሗᑂ 䠈⤖ Ꮫ

◌� ᑂ・ ・ ㆟
䞉䛂 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛾ㄽ ᇶ 㛵㐃䛃䛻 䛵䛝ᇶ �ᑂ 䜢 䛳足 䛯䛣と䛾☜ㄆ䠈

༤

◌�ኈ Ꮫ ・ ・ 䛾Ỵ ᐃ

�䠏 Ꮫ ・ 䠄
༤ ኈ 䠅◌� ・

◌ୖ グ䈜 䛿䠏� ◌�Ꮫ ・ ・ 䛾䜿䞊䝇䛷䛒䜚䠈≧・ 䛻䜘䜚 �ཬ
ෆ ᐜ ・ ➼䜃 䜢 �ኚ 䛩䜛

◌ྜ
ሙ 䛜䛒䜛䚹

�༤ ኈ ᚋㄢ 䛻⛬ 䛚䛔䛶䛿䠈 ◌�༤ ኈ 䛾ㄽ ᥦ ฟ 䛻䛒䛯䛳䛶䠈 ◌ ◌� � 䛾ㄽ ‽ 䛜ᇶ ᐃ 䜑䜙䜜䛶䛔䜛䚹
䞉䠏 ௨ ◌ୖ⦅

㛵㐃䛩䜛 � ◌�Ꮫ ᑂ・ ➼ ・ ➹㢌 䠍ㄽ ௨ ◌ୖ⦅
䚷䛭䛾・ 䛾 ◌� 䠄ㄽ ㄝ䠈⥲ せ䠈⣖ �ⴭ ➼䠅

ኈಟ とㄢ⛬ ᵝ◌ྠ
䠈 � ဨᣦ ᑟ 䜢 ◌�◌ྵ

」䜐 䛾 � ဨᣦ ᑟ 䛻䜘䜛ᣦ ᑟ 䛜䛺䛥䜜䜛䚹 ሗ ಙ◊ ✲・ Ⓨ 䛾 と㦂⤒ ▱ 䜢㆑ ✚䜐䛯䜑䛻Ꮫ ・ 䜈䛾

ཧ ຍ 䛿䠈 ኈಟ ㄢ 䛻⛬ ᘬ 䛝 䛝⥆ ዡ ບ 䛥䜜䜛䚹䛺䛚䠈௨ ◌ୗ 䛾 ◌� ᣦ ᑟ 䝇ㄽ 䜿䝆䝳䞊䝹䛿䠈Ꮫ 䛾⏕ ศᑓ ◊ ✲㛛 㔝䜔 䛾 � ἣ≧㐍 䛻䜘䛳䛶
䛺␗ 䜛䛯䜑ኚ ◌ື ⓗ䛷䛒䜛䚹
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(提出期限) 

◌ึ4月中旬，11月 旬

 �(提出書類

資格審査 書（ㄳ⏦ � ә ⏝学 定 ）⣬
学位 論文の概ㄳ⏦ 要書

� ә論文┠ （ 学㘓 ⏝定 ）⣬
 �上グ論文┠ の㘓  � ◌�主要な研究論文 ⦅   

Ṕ Ṕ � ә ⏝ᒚ 書（研究 を含む）（ 学 定 ）⣬
◌�༢

修得 位 （成⦼ ド明書）

� 審査㸺 㸼

(提出資格) 

◌ྲཱྀᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。資格審査に合格した者。

(提出期限) 

◌ୗ ◌ୗ4月 旬または11月 旬。

(提出書類) 

�学位 書（ 学ㄳ⏦ ә ⏝定 ）⣬ 部㸯

学位 論文ㄳ⏦     ・㸯部・副3㹼6部

学位 論文概要ㄳ⏦ ṇ書  ・文     㸯部・副3㹼6部

学位 論文概要ㄳ⏦ ⱥ ṇ書  文 㸯部・副3㹼6部

� ә論文┠ （ 学㘓 ⏝定 ）⣬ ・㸯部・副3㹼6部

Ṕ Ṕ � ә ⏝ᒚ 書（研究 を含む）（ 学 定 ）⣬ ṇ 部・副㸯 3㹼6 部

ᴗ �◌୍研究 ぴ（⦼ ә ⏝学 定 ⣬ ṇ）   㸯部・副3㹼6部

ᵓ �◌ྠ ◌ྠ ሙඹព ห書（学位論文を 成する の研究論文に 研究者がいる 合）

1部

ͤ ◌� ◌�ே◌副の部 は審査員の に応じる。

(論文の審査) 

研究科委員会は，研究科委員 に学位㛗  �ཬ �論文の提出があったときは，論文審査 最終試験を行 ために，論文提出者

ごとに論文審査委員会をタ⨨ する。

（ ）論文審査委㸯 ᵓ員会の 成

 �ᥖ審査委員会は，次に る研究科担当の教員㸱名以上の委員をもって す⤌ ⧊ る。

ձ 指導教員

ղ �学位論文に関 の深い学辵 の教員２名以㡿ᇦ 上

ճ ⱝ上グの・か，研究科委員会は審査のため必要と認めるときは，当ヱ しくは・研究科担当の教員又は学部・・大

ຍ学の教員➼を委員に えることができる。

（２）研究科委員会は，➨㸯  �の審査委員の㡯  �名を主㸯 査として指名する。

（ ）主査は，当㸱 ᣍヱ委員会を し，その議㞟 㛗となる。

（ ）審査委員の㸲 ௵期は，研究科委員会が学位の授与の可否を決定する日までとする。

（ ）論㸳 ṇཬᑐ ᐇ�文審査委員会は論文提出者に，論文の内容に し説明 修 （ 験 ⣔ ồᐇでは・ 験➼）を めることができ

る。

 (最終試験) 

（ ）最㸯 終試験は，学位論文を中心としてこれに関連する分野について口頭又は筆グで行い，学力の☜認をする。た

 � Ṕ ᴗし，論文提出者の学 ， などに⦼ ሙ ◌୍基づいて，学力の☜認を行い得る 合は試問の 部又は・部を┬ する␎ こと

がある。

�  �ཬ ༢ ཬ� �（２）論文提出者が， に必要な在学期間 位を‶ たしているときは，論文審査 最終試験の期間に いて在

していることを⡠ 要しない。

 �බ最終試験として、博士論文の 開口頭発表会を2 月中旬に開催し、学位論文の内容に関する口頭発表を行 。そこで

 �は、発表内容に関する㉁・を行 とともに、関連する専攻分野の知識についても試問する。また、問題タ定のありか

�  � �た、分 結果 よ考察について論理的に説明する力・表現力についても評価する。必要に応じて筆頭試問を合わせ

 �て行 こともできる。
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 (審査結果の判定) 

（ ）最㸯  �◌ྛә ᒓᚋ終試験の ， 専攻の審査を経て，研究科委員会に いて学位を授与することの可否に関する審査を行

 �。

（２）審査委員会は，２㸮㸮 Ꮠ 程度の論文審㸮
࿌ሗ査結果 書を研究科委員会に提出する。

（ ）研究科委員㸱
࿌ ཎሗ ◌๎会・の審査結果の は として審査委員 （主査）が㛗  �行 。

（ ）学㸲 ᵓ位を授与することの可否に関する審査は，研究科委員会の 成員の 分㸱 ᖍ ᖍの２以上が出 し，出 者の 分の㸱

�２以上の㈶成を得なけれならない。この の㝿 ᢞ議決は↓グ名 とする。⚊

 � �博士論文の合否は、論文主査 よ副査による評価を踏まえ、専攻会議で審議して決定する。専門知識、課題タ定能

力、問題解決能力、表現力、説明力を身につけているかなどを中心に、学位授与方針に基づく達成度を踏まえ、合否

 �の判定を行 。専攻会議での決定を踏まえて、課程修了の可否を、研究科委員会で審議し、決定する。

 (2) 論文審査基準

[博士論文] 

ཬ �博士論文の審査 最終試験の試問により，専攻分野について，研究者として ⮬ ◌ື立して研究ά を行い，又はその・

の 度に㧗 ᴗ ◌ົ ᚑ専門的な に ・するに必要な㧗
ཬ �度の研究能力 その基♏となる ㇏ �かな学識を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，博士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。
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〔２〕研究指導スケジュールと研究指導概要

ᚋＡ. 博士課程 期

(1) 論文審査手続き

[博士論文]

資格審査㸺 㸼

(提出資格)

�研究科に在学中で，在学期間が当ヱ年度 までに㸱
༢ә年以上となり， 定の 位を修得又は修得ぢ㎸・で，かつ必要な

◌ྲཱྀ ◌ྲཱྀ
研究指導を け，あらかじめ資格審査委員会で審査を けた者。

 � ᴗ◌ඃた し，在学期間に関しては， れた研究 をあ⦼  � ◌ྲཱྀ
た者について，資格審査委員会で審査を け，研究科委員会が

ሙ認めた 合には，当ヱ課程に 年以上在学すれ㸯 �㊊りるものとする。

(提出期限) 

◌ึ4月中旬，11月 旬

ḟ ᴫෆᖺ ᐜ ᣦ ᑟ◊ ✲ せ

ᖺ䠍 ・

�䠐 䜸䝸䜶䞁䝔䞊䝅䝵䞁 䞉� ධ 䛻⏕ ᑐ 䛧䠈 ◌�༤ ◌ྲྀኈ ᚓ 䞉ㄽ 䜎ㄳ⏦ 䛷䛾ᡭ 䛝⥆ 䞉せ ➼㡯 䛾� 㢮䜢 ᕸ㓄
䞉䠏䝫䝸䝅䞊㻔 ◌� �Ꮫ ・ ・ 㔪䠈� �ᡂ⦅ㄢ 㔪䠈⫱ ⛬ �◌ཷධ ධᏛ 㔪㻕⪅ 䛾 ・ㄝ 䜢

◌ྵ
䜑ᣦ

ᑟ

�䠒 䡚 �◊ ✲ィ 䛾⏬ ᥦ ฟ

� ဨᣦ ᑟ 䛻ᑐ 䛧䛶䠈◊ ✲䛾 � ἣ≧㐍 䛺䛹䜢

࿌ሗ・㝶 䛧䠈ᣦ ᑟ 䜢
◌ཷ

䛡䜛䚹

ಟᒚ 䠄 ◌� ➹䠅ㄽ ᇳ ᣦ ᑟ ィ 䛾⏬ ☜ㄆ

䞉 య ไᣦ ᑟ ᣦ ᑟ ᐃ◊ ✲ ィ ☜䞉 䛾⏬

䞉 � ἣ ࿌ ◌ཷሗ ᣦ ᑟ◊ ✲ ≧ ➼ ・ ◊ ✲䛾㐍 䛾 䜢㝶 䛡 䜢 䛖䚹足

䞉 ◌� �ಟᒚ ᣦ ᑟ➹ ィ ぢ┤䠄 䠅 䛾 䛧ㄽ ᇳ ⏬
ཧ୰ ຍⓎ ・㛫 韭

ᖺ䠎 ・

�䠐 䡚 �䠎 ◊ ✲䝔䞊䝬䞉ෆ ᐜ 䛾☜ とㄆ Ỵ ᐃ 䞉 ◌�༤ ኈ ➹䛾ㄽ ᇳ � ἣ≧㐍 䛾
ཬ ᣦ ᑟ☜ ◊ ✲ㄆ 䜃

䞉◊ ✲䛾 � ἣ≧ ➼㐍 䛾
࿌ሗ 䜢

◌ཷ
・㝶 䛡 ᣦ ᑟ◊ ✲ 䜢 䛖足 䚹

�䠒 ୰ Ⓨ ・㛫 韭

ᖺ䠏 ・

�䠐 䡚 ◌�༤ ኈ ➹ㄽ ᇳ

� � ᡂసᑂ㈨・ 㢮
䞉 ◌�༤ ኈ ➹䛾ㄽ ᇳ � ἣ≧㐍 䛾

ཬ ᣦ ᑟ☜ ◊ ✲ㄆ 䜃

�䠒 䡚 �䠍䠌 ◌� �༤ ኈ ண ഛ ᑂㄽ 䞉 � ဨᣦ ᑟ ᑟ・ 䛾䜒 �ண ഛ ᑂと 䜢 䛖足 䚹
䞉 �ᑓ 䛾 ◌� �Ꮫ ・ ・ と㔪 ◊ ✲ 䛾⛉ ◌� �Ꮫ ᑂ・ ‽ 䛻ㄽ ᇶ ↷ 䜙䛧 �ண ഛ ᑂ 䜢 䛔足 䠈ၥ 㢟
Ⅼ➼䜢

ཬᣦ ᣦ ᑟ・ 䜃 䛩䜛㻌䚹
䞉 �ᑓ ・ 䛻㆟ 䛶 � �ண ഛ ᑂ 䛾⤖
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 �(提出書類

資格審査 書（ㄳ⏦ � ә ⏝学 定 ）⣬
学位 論文の概ㄳ⏦ 要書

� ә論文┠ （ 学㘓 ⏝定 ）⣬
 �上グ論文┠ の㘓  � ◌�主要な研究論文 ⦅   

Ṕ Ṕ � ә ⏝ᒚ 書（研究 を含む）（ 学 定 ）⣬
◌�༢

修得 位 （成⦼ ド明書）

� 審査㸺 㸼

(提出資格) 

◌ྲཱྀᚋ博士課程 期に在学し，必要な研究指導を けた者。資格審査に合格した者。

(提出期限) 

◌ୗ ◌ୗ4月 旬または11月 旬。

(提出書類) 

�学位 書（ 学ㄳ⏦ ә ⏝定 ）⣬ 部㸯

学位 論文ㄳ⏦     ・㸯部・副3㹼6部

学位 論文概要ㄳ⏦ ṇ書  ・文     㸯部・副3㹼6部

学位 論文概要ㄳ⏦ ⱥ ṇ書  文 㸯部・副3㹼6部

� ә論文┠ （ 学㘓 ⏝定 ）⣬ ・㸯部・副3㹼6部

Ṕ Ṕ � ә ⏝ᒚ 書（研究 を含む）（ 学 定 ）⣬ ṇ 部・副㸯 3㹼6 部

ᴗ �◌୍研究 ぴ（⦼ ә ⏝学 定 ⣬ ṇ）   㸯部・副3㹼6部

ᵓ �◌ྠ ◌ྠ ሙඹព ห書（学位論文を 成する の研究論文に 研究者がいる 合）

1部

ͤ ◌� ◌�ே◌副の部 は審査員の に応じる。

(論文の審査) 

研究科委員会は，研究科委員 に学位㛗  �ཬ �論文の提出があったときは，論文審査 最終試験を行 ために，論文提出者

ごとに論文審査委員会をタ⨨ する。

（ ）論文審査委㸯 ᵓ員会の 成

 �ᥖ審査委員会は，次に る研究科担当の教員㸱名以上の委員をもって す⤌ ⧊ る。

ձ 指導教員

ղ �学位論文に関 の深い学辵 の教員２名以㡿ᇦ 上

ճ ⱝ上グの・か，研究科委員会は審査のため必要と認めるときは，当ヱ しくは・研究科担当の教員又は学部・・大

ຍ学の教員➼を委員に えることができる。

（２）研究科委員会は，➨㸯  �の審査委員の㡯  �名を主㸯 査として指名する。

（ ）主査は，当㸱 ᣍヱ委員会を し，その議㞟 㛗となる。

（ ）審査委員の㸲 ௵期は，研究科委員会が学位の授与の可否を決定する日までとする。

（ ）論㸳 ṇཬᑐ ᐇ�文審査委員会は論文提出者に，論文の内容に し説明 修 （ 験 ⣔ ồᐇでは・ 験➼）を めることができ

る。

 (最終試験) 

（ ）最㸯 終試験は，学位論文を中心としてこれに関連する分野について口頭又は筆グで行い，学力の☜認をする。た

 � Ṕ ᴗし，論文提出者の学 ， などに⦼ ሙ ◌୍基づいて，学力の☜認を行い得る 合は試問の 部又は・部を┬ する␎ こと

がある。

�  �ཬ ༢ ཬ� �（２）論文提出者が， に必要な在学期間 位を‶ たしているときは，論文審査 最終試験の期間に いて在

していることを⡠ 要しない。

 �බ最終試験として、博士論文の 開口頭発表会を2 月中旬に開催し、学位論文の内容に関する口頭発表を行 。そこ

 �では、発表内容に関する㉁・を行 とともに、関連する専攻分野の知識についても試問する。また、問題タ定のあ

�  � �りかた、分 結果 よ考察について論理的に説明する力・表現力についても評価する。必要に応じて筆頭試問を

 �合わせて行 こともできる。
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 (審査結果の判定) 

（ ）最㸯  �◌ྛә ᒓᚋ終試験の ， 専攻の審査を経て，研究科委員会に いて学位を授与することの可否に関する審査を行

 �。

（２）審査委員会は，２㸮㸮 Ꮠ 程度の論文審㸮
࿌ሗ査結果 書を研究科委員会に提出する。

（ ）研究科委員㸱
࿌ ཎሗ ◌๎会・の審査結果の は として審査委員 （主査）が㛗  �行 。

（ ）学㸲 ᵓ位を授与することの可否に関する審査は，研究科委員会の 成員の 分㸱 ᖍ ᖍの２以上が出 し，出 者の 分の㸱

�２以上の㈶成を得なけれならない。この の㝿 ᢞ議決は↓グ名 とする。⚊

 � �博士論文の合否は、論文主査 よ副査による評価を踏まえ、専攻会議で審議して決定する。専門知識、課題タ定

能力、問題解決能力、表現力、説明力を身につけているかなどを中心に、学位授与方針に基づく達成度を踏まえ、

 �合否の判定を行 。専攻会議での決定を踏まえて、課程修了の可否を、研究科委員会で審議し、決定する。

 (2) 論文審査基準

[博士論文] 

ཬ �博士論文の審査 最終試験の試問により，専攻分野について，研究者として ⮬ ◌ື立して研究ά を行い，又はその・

の 度に㧗 ᴗ ◌ົ ᚑ専門的な に ・するに必要な㧗
ཬ �度の研究能力 その基♏となる ㇏ �かな学識を しているかを審査する。

 � ◌ྛ
な ，博士論文は 研究科の学位論文審査基準（大学院要ぴ28㡫

ཧ ᚑ以 ↷ ）に って審㝆 査される。
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